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た。その実態を 1867年設立の福建船政学堂絵事院のカリキュラムから明らかにする (1第 l 章 中国近代学校設立前





編集されていた (1第 2 章 中国近代学制への日本学制の影響」および「第 3 章 師範学堂における図画手工科の設














ひとつの生き方であった (í第 6 章 渡日留学生李叔同の美術・美術教育思想とその活動をめぐって」および「第 7
章 中華民国初期の渡日留学生、豊子凱の美術教育思想をめぐってJ)。
論文審査の結果の要旨
近代中国の美術教育における日本との関係は教育史においても芸術史においても興味ぷかいテーマであるが、現在
まで総括的な研究はほとんどなされていな L、。日中両国の言葉と制度また歴史のみらなず、西欧をもふくめた教育思
想と美学に通暁していることが求められるからであろう。先例のない困難な仕事に立ち向かい、大局的に両国制度の
類似点と相違点を分析して日中の交流を明らかにし、しかも事象研究としてひとつの師範学校ひとりの師範ひとりの
学生をつぶさに検討し、両国の関係を具体的に浮かび上がらせたことが、本論文における最大の功績である。
とりわけ、日中両国の卒業生名簿などの文献を博捜したうえで、 1887年から 1911年の民国樹立までのあいだに日本
へ留学した主要な中国人学生の動静を一覧した付表は、特筆せざるをえな L、。表をながめるだけで多くのことが解き
明かされる労作である。
上述の成果だけでも十分、学位授与にふさわしいと思われるが、本論文は副産物のようにさまざまな新知見も生み
だしている o 美術における西洋受容の展開が、明治日本と清末民初の中国ではどのように同じであり、どのように違っ
ていたか。その理由と原因はどこにあったか。東洋における近代化の再考。こうした錯綜した問題のヒントを、本論
文はみずからのテーマを真っ直ぐに追求するなかで、本文においてまた注において、適切に書き留めている。今後の
さらなる研究を期待した L 、。
教育思想に対する洞察および美学と芸術思想に関する解釈には L、まだ生硬なところも見受けられるが、本審査委員
会は本論文が博士(文学)の学位に十分ふさわしいものであると認定する。
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